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担当(係)名 企画調査担当 内線 3175 農政部農村振興課

農村地域の「豊かな水環境づくり」の推進

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】
３０８，５５９ 国庫 16,359 補助金291,078(共同活動支援等)

(前年度 ２６９，３９０) 一般財源 276,300
財産収入 5,227
繰入金 10,673

２ 背 景 ・ 現 状
清い流れの農業用水（水）、緑豊かな農地（土）、豊かな自然や田園風景を擁す

る農村（里）は、農業生産に資するだけでなく、国土の保全や景観形成、生態系の
保全など多様な機能を有しており、人々の生活に密着した県民共有の財産である。

しかし、近年、農村地域の過疎化・高齢化等による地域の連帯感やコミュニティ
機能の低下に伴い、こうした財産の保全が困難となっている。しかしその一方で、
昨年６月に本県で開催された「全国豊かな海づくり大会」を契機に、県民の水環境
保全に対する意識が高まりつつある。

３ 事 業 目 的
農業･農村が有する「水・土・里」を美しい姿のまま未来に残し、その大切さを

県民に知っていただくため、それら資源の保全に対するこれまでの取組を「ぎふ水
土里のプロジェクト」として体系化し、毎年度テーマを定めて統一的な展開を図る。

４ 事 業 概 要
「ぎふ水土里のプロジェクト」では、農業用水、農地、農村環境等の資源の大切

さを再認識する活動を「知る」「学ぶ」「参加する」の三つに分類し、県民協働で
取り組むこととする。平成２３年度は、「清流の国ぎふ」づくりに向けた取組とす
るため、テーマを「豊かな水環境づくり」とし、農村地域における水環境保全に向
けた以下の取組を実施する。

ぎふ水土里（みどり）のプロジェクトの推進

知 る 学 ぶ 参加する
◎ぎふ水土里の展示会 ◎ぎふ水土里の体験スタンプラリー ◎農業用水水源地域保全対策事業

◎「ぎふ棚田２１選」のＰＲ ◎「ぎふ水土里の探検隊」活動事業 ◎棚田保全組織の立ち上げ、支援

◎国営造成施設管理体制整備促進事業 ◎「ぎふ田んぼの学校」活動事業 ◎「ふるさと水と土指導員」の育成､支援

◎新ぎふ水土里の魅力写真コンクール ◎新小水力発電導入支援事業 ◎「農地･水･農村環境保全向上活動」

農業用水の役割や大切さを再 農業用施設等への電力供給に 支援事業

認識して頂くため、農業用水路 よる経費節減やクリーンエネル ◎新生き物にぎわう水田再生事業

などを含めた農村の景観や施設 ギーの活用による社会貢献に資 水田が持つ産卵・繁殖・育成の

とともに生きる人々、生活の様 するため、農業用水を活用した 場としての機能を取り戻すため、

子などをテーマとした写真コン 小水力発電の導入を促進 水路間の落差や水路と水田の落差

クールを実施 をつなぐ水田魚道の設置を促進

◎新キャラクター｢田ケロー｣を活用

したＰＲ

キャラクター

「田ケロー」を活用

したＰＲ活動の実施

（款）６農林水産業費 （項）４農地費 （目）(8)団体営土地改良事業費
（明細書事業名）○公共事業

農地・水・農村環境保全向上活動支援交付金、国営造成施設管理体制整備促進事業費補助金
（明細書事業名）○単独事業

小水力発電導入促進事業費

（款）６農林水産業費 （項）４農地費 （目）(10)農地事業諸費
（明細書事業名）○ふるさと農村活性化対策費

棚田地域水と土保全基金事業費、棚田地域水と土保全活動推進補助金
ふるさと農村活性化対策調査研究等事業費 他
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